
1．はじめに
　南コーカサス地方では食料生産経済がどのように始
まり発展したのか。そのプロセス、すなわち新石器化
の考古学的研究を筆者らがアゼルバイジャンで始めた
のは、2008 年のことである。以来、毎年、現地調査
を続けてきたが、本報告会に参加している多くの調査
団と同様、2020、2021 年はコロナ禍で中断の憂き目
にあった。しかし、その間、それまでに発掘した二つ
の遺跡─新石器時代後期の遺跡であるギョイテペ、前
期の遺跡ハッジ・エラムハンル・テペ─の調査報告出
版に専念することができた（図 1）。おかげで、二冊の
モノグラフを刊行するはこびとなったのは、それなり
に大きな成果と言える（Nishiaki and Guliyev 2020; 
Nishiaki et al. 2021）。
　しかし、とりまとめも大切なのだけれど、発掘調査
は格別であることをコロナ禍中、改めて実感した。現
場では毎日、新発見があり、研究の進展を日々、目に
することができる。2022 年、現地調査を再開できた

ことは大きなよろこびとなった。
　発掘したのはアゼルバイジャンのダムジリ洞窟であ
る。1950 年代に最初の発掘をおこなった M. ホセイノ
フ（Hüseynov 2010）によれば、中期旧石器時代以降、
連綿と人類が居住した遺跡であったとされる。ただし、
堆積は岩壁から流れ出る雨水による攪乱をうけており、
層位的変遷はわからなかったとも述べられた。我々が
注目したのは、攪乱層からとは言え中石器時代の遺物
も見つかったという記載である。新石器時代の開始を
調べるには、当然、直前の中石器時代遺跡を調べる必
要があるが、南コーカサスではどういうわけか、その
頃の遺跡がほとんど知られていなかったからである。
当時、知られている中石器時代遺跡は古手のものばか
りで、新石器時代直前のものではなかった。
　そこで、2016 年から 2019 年まで、ダムジリ洞窟に
ねらいを定めて発掘したところ、まさに、求めていた
中石器時代の文化層が、新石器時代文化層の直下から
見つかった。しかも、先に述べたハッジ・エラムハン
ル・テペの直前の時期にあたるものであった。つまり、
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ダムジリ、ハッジ・エラムハンル・テペ、ギョイテペ、
これら三つの遺跡の調査成果を統合すれば、当地新石
器時代の開始と発展を自前のデータで見通せる、当地
で初めての機会が得られたわけである（Nishiaki et al. 
2022）。
　以上は、2019 年までの調査成果である。2022 年は、
いまだ発掘面積が小さかった中石器時代層の発掘区を
拡張し、より多くの資料を入手することを目指した。
また、その下層にあると思われる旧石器時代文化層の
探査もおこなった。調査期間は 8 月の約 3 週間である。

2．2022 年度ダムジリ洞窟の調査
　洞窟はアゼルバイジャン西部のカザフ市に位置し、
アヴェイ山という石灰岩山塊の東麓に開口している

（図 2）。標高は約 560 m のところにある。洞窟と呼ば
れてはいるが、幅は約 70 m、奥行きは最大 7 m ほど
で、実質的には岩陰である。岩壁の高さは 30 m ほど
にも達していて、雨季には滝のような落水が発生する。
乾季においても洞内には水が滲み出ていて、周囲の植
生も豊かである。したがって、緑と名水、涼を求める
人々がひっきりなしに訪れる風光明媚な国指定自然文
化保護区となっている、とこれまでの発掘報告で書い
てきた（西秋他 2021）。しかし、2022 年に訪れてみる
と閑散としていた。焼き肉やお茶会ができる小屋には
誰もおらず、ビールを買える売店も閉まっている。ベ
ンチのイスは撤去されて端に山積みされていた。コロ

ナ禍のせいか、とまずは思ったのだけれど、聞いてみ
ると違った。ダムジリ洞窟は貴重な文化遺産であるか
ら、そこで飲み食い、宴会をすることはならん、との
禁止令が出たのだそうだ。当局がそのように判断した
理由の一部には、我々の発掘成果が話題をまいたこと
が関係しているのではないかと推測する。だとしたら、
地元のみなさんの楽しみの場を減じてしまったわけで
少々、複雑な気分である。
　さて、2019 年までに設けた主たる発掘区は 6 m×
5 m の大きさをもつトレンチ 9 である。深く掘り進む
につれて作業は危険になる。したがって、発掘区は
徐々に小さくしてある。中石器時代の堆積まで到達し
ていたのは 3 m×3 m の範囲で、そのうち中石器時代
層を完掘していたのは 1 m×3 m の区画のみであった。
その範囲は地表下約 4.5 m の無遺物層まで到達してい
た。2022 年は、中石器時代層の完掘範囲を拡げるこ
とを第一の目標とした。その結果、4 m×3 m の範囲
で中石器時代層を掘りきることができた（図 3）。堆積
の厚さは数十センチである。新石器時代のような泥壁
建物はないが、炉跡や簡単な構築物の存在を示す石列
などが見つかった。また、これまでは中石器時代の居
住を二つの層に分けていたが、さらに細分できるかも
知れないとの見通しも得られた。放射性炭素年代測定
によれば、ダムジリ洞窟の中石器時代層は前 6500 年
から 6000 年までくらいである。新石器時代のギョイ
テペ遺跡では約 200 年間の堆積を 14 層にわけて変遷

図 1　関係遺跡の位置
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を調べたのだから、ダムジリ中石器時代層の 500 年間
の居住を 2 時期にわけているのでは、いかにも編年的
に粗い。今回の発掘によって、編年を細分できる可能
性がでたことは前進である。
　もう一つ、中石器時代の地層を掘り終えた後、既に
地表下 4.5 m まで発掘してあった当初の深掘り区をさ
らに掘りさげることを試みた（図 4）。旧石器時代の文
化層の存在を確認するためである。以前、2019 年ま
での発掘で、中石器時代層の下にはネアンデルタール
人の時代である中期旧石器の地層が見つかったと書い
たことがあるのだけれど、今となっては何とも心許な
い。というのは、当該層の放射性炭素年代や光ルミ
ネッセンス年代はいずれも中石器時代の年代を示すこ
とがわかったからである。しかし、ダムジリでは、こ
れまで中石器時代や新石器時代の地層からネアンデル
タール人の中期旧石器が 100 点以上出土している。そ
の文化層はどこにあるのだろうか。さらに下層に由来
したものかもしれない。それを確かめるために深掘り
をおこなったのである。

　中石器時代層の下には粘土層が固く堆積していた。
約 1 m 掘り進め、地表下 5.5 m まで達したが、今のと
ころ全くの無遺物層が続いている。土壌が粘土質であ
るのは雨季の落水による堆積だからなのだろう。洞窟
の基盤は岩盤であるはずだから、下層に旧石器時代層
が保存されているかどうか確認するにはまだまだ掘り
進めねばならないに違いない。

3．おわりに
　2022 年度の調査においてはトレンチ 9 において中
石器時代層を完掘することができた。必ずしも発掘面
積は広くはないが、中石器時代文化の特徴を定義する
のに十分な考古学的証拠が得られた。ダムジリ洞窟に
は、新石器時代層もある。それとの比較、また、ハッ
ジ・エラムハンル・テペ、ギョイテペなどの新石器時
代遺跡との比較によって、中石器時代から新石器時代
への移行の経緯を詳細に語るための基盤が整った。
　アゼルバイジャン西部においては前 6000 年頃、西
アジア方面から新石器文化が急速に導入された、とい
うのが我々の見立てである。しかし、興味深いことに
新石器時代の最初期の文化には中石器時代の名残が認
められる。例えば石器製作技術には連続性が認められ
るし、西アジアでは一般的だった土器製作が当初はほ
とんど導入されず中石器的な無土器生活が続いていた
こともわかってきた。すなわち、新石器時代の開始は
西アジアからの集団移動だけでなく、地元の中石器人
が新たな文化を受け入れたことにもよるとみている。
では、なぜ、そんなに急速な受け入れが可能だったの
か。筆者らは、中石器時代に、既に西アジア新石器時
代民と接触があり、受け入れの素地が形成されていた
からではないかと推定している。この仮説を検討する
には、新石器時代直前の考古学記録を詳細に分析して

図 2　ダムジリ洞窟近景。1950 年代の発掘がおこなわれた箇
所。現在は舗装されている。

図 3　ダムジリ洞窟トレンチ 9発掘風景

図 4　ダムジリ洞窟深掘り区

20 第 30 回西アジア発掘調査報告会

南
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
の
新
石
器
時
代
─
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
第
13
次
発
掘
調
査（
2
0
2
2
年
）─



いく必要がある。それが可能なのはダムジリ洞窟しか
ない。この幸運を最大限にいかして考古学記録の解析
をすすめていきたい。
　以上、この洞窟の中石器時代〜新石器時代調査は一
区切りである。残りの野外調査で確定すべきは、中期
旧石器時代についてである。既に述べたように、多く
のムステリアン石器が不確かな地層から出土している。
その大元の文化層をつきとめるために深掘りを次年度
以降、継続したいと考えている。
　2022 年度の現地調査は文部科学省科学研究費補助
金新学術領域『パレオアジア』計画研究「パレオアジ
ア文化史学の国際活動支援」（課題番号 16K21721、研
究代表者：西秋良宏）その他によって実施した。
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